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�「毎日の　暮らし支える　みんなの税」八潮中学校3年・竹口 純平さん、「納税は　誰もができる　人助け」大原中学校3年・山本 大貴さん（平成18年度税に関�
　する標語・埼玉県越谷県税事務所長賞）�
　3月は、国民健康保険税・介護保険料第10期の納期です。納付には、安全・確実・便利な口座振替を。�

�「区別とは　差別とちがう　男女参画」八潮市男女共同参画標語最優秀賞　八潮中学校3年・油科　美佳さん�

　
今
回
は
、
八
幡
図
書
館
で
の
上
映
会

の
お
知
ら
せ
と
新
し
く
入
っ
た
資
料
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。�

�

『
春
休
み
映
画
上
映
会
』�

�

　
親
子
や
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
見
に
来

ま
せ
ん
か
。�

■日
３
月
３０
日
�
　
午
後
１
時
〜
３
時�

■場
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室�

■内
・｢

ま
ね
し
た
カ
ラ
ス｣�

　
・｢

王
さ
ま
に
な
れ
な
か
っ
た
カ
サ
サ
ギ｣�

　
・｢

キ
ツ
ネ
と
ぶ
ど
う｣�

　
・｢

天
才
え
り
ち
ゃ
ん
き
ん
ぎ
ょ
を
食
べ
た｣�

■対
児
童
（
保
護
者
同
伴
可
）�

■定
８０
人
（
先
着
順
）�

■費
無
料�

■問
八
幡
図
書
館�

��

新
刊
の
ご
案
内�

◆
一
般
書�

・「
こ
れ
で
失
敗
し
な
い
家
庭
菜
園�

　
Ｑ
＆
Ａ
」�

藤
田
　
智
　
監
修�

・「
戦
場
の
ニ
ー
ナ
」�な

か
に
し
　
礼
　
著�

◆
児
童
書�

・「
写
真
で
ビ
ッ
ク
リ
！
目
に
見
え
な
い�

　
こ
わ
〜
い
虫
た
ち
　
４
」�

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
パ
ー
カ
ー
　
著�

う
え
か
わ
　
の
り
こ
　
訳�

・「
だ
い
す
き
。」�

ア
ン
ド
レ
・
ダ
ー
ハ
ン
　
作�

角
田
　
光
代
　
訳�

■
休
館
日
の
お
知
ら
せ�

・
八
條
図
書
館
　
３
月
１２
日
�
〜
１６
日

　
��

・
八
幡
・
八
條
図
書
館
　
４
月
２
日
��

���

　
や
し
お
市
民
大
学
で
は
、
平
成
１９
年

度
入
学
を
希
望
す
る
新
入
生
（
第
５
期
生
）

を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
八
潮

市
の
ま
ち
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
に
興
味
、
関
心
の
あ
る
方
は
、
奮

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。�

市
民
大
学
の
目
的�

　
生
涯
学
習
宣
言
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い

学
習
内
容
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
、

市
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

募
集
人
員
お
よ
び
対
象�

　
３０
人
（
先
着
順
）、
市
内
に
在
住
・
在

勤
ま
た
は
在
勤
さ
れ
た
方�

卒
業
が
認
定
さ
れ
る
人�

　
２
年
間
の
在
学
期
間
中
に
、学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
３
分
の
２
以
上
を
履
修
し
た
方�

開
催
場
所
お
よ
び
開
催
時
間�

　
主
に
、
や
し
お
生
涯
楽
習
館
お
よ
び

八
潮
メ
セ
ナ
を
開
催
場
所
と
し
、
土
曜

日
の
午
後
２
時
〜
４
時�

授
業
料�

　
１
年
間
に
付
き
、
１
万
円
（
教
材
費

等
の
実
費
）�

入
学
申
し
込
み�

①
申
込
期
間
　
４
月
２
日
〜
２７
日�

②
「
入
学
申
込
書
」
は
、
社
会
教
育
課
（
市

役
所
別
館
１
階
）・
八
條
公
民
館
・
八
幡

公
民
館
・
や
し
お
生
涯
楽
習
館
・
八
潮

メ
セ
ナ
の
各
窓
口
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
入
学
を
希
望
す
る
方
は
、「
入
学
申
込

書
」
を
申
込
期
間
中
に
、
右
記
の
受
付

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

���

　
や
し
お
市
民
大
学
で
は
、こ
れ
ま
で
卒

業
生
が
８５
人
に
達
し
て
い
ま
す
。
卒
業

生
は
、Ｏ
Ｂ
会
を
結
成
す
る
な
ど
、多
彩

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
お
り
、更

な
る
学
習
意
欲
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
平
成
１９
年
度
か
ら
、
や

し
お
市
民
大
学
卒
業
生
を
対
象
に
、
八

潮
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
調
査
、

研
究
す
る
、
や
し
お
市
民
大
学
大
学
院

を
新
た
に
開
設
す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。�

　
詳
細
は
、
社
会
教
育
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

■問
社
会
教
育
課
�
○内
３
６
５
・
３
９
７�

街路樹は都市に潤いのある空間をもたらします�

　
家
族
や
友
だ
ち
が
賃
貸
住
宅
を
借
り
た

り
、
金
融
機
関
か
ら
お
金
を
借
り
た
り
す

る
と
き
に
、
そ
の
『
保
証
人
』
や
『
連
帯

保
証
人
』
に
な
っ
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。�

�
【
事
　
例
】�

　
５
年
前
、
弟
が
賃
貸
ア
パ
ー
ト
に

入
居
す
る
の
で
、
そ
の
連
帯
保
証
人

に
な
っ
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。

弟
は
「
絶
対
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
」

と
言
っ
た
の
で
、
連
帯
保
証
人
に
な

る
こ
と
を
承
諾
し
ま
し
た
。�

　
最
近
に
な
っ
て
、
弟
は
３
カ
月
ほ

ど
家
賃
を
払
っ
て
い
な
い
よ
う
で
、

私
の
と
こ
ろ
に
請
求
が
き
た
の
で
す
が
、

払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。�

�

《
解
　
説
》�

　
「
連
帯
保
証
人
に
な
る
こ
と
」
が
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
き
ち
ん
と
理
解
し
、
ど

の
よ
う
な
制
度
な
の
か
意
識
し
て
い
る
方

は
、
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

　
事
例
の
『
連
帯
保
証
人
』
の
ほ
か
に
、

『
保
証
人
』
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
だ
と
思

っ
て
い
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
『
保

証
人
』
は
『
連
帯
保
証
人
』
に
比
べ
て
、

責
任
が
軽
い
の
で
す
。�

　
『
保
証
人
』
の
場
合
は
、
債
務
者
（
支

払
う
義
務
の
あ
る
人
）
が
返
済
し
な
い
場

合
だ
け
代
わ
っ
て
支
払
い
を
し
ま
す
が
、

『
連
帯
保
証
人
』
の
場
合
、
債
務
者
の
支

払
能
力
に
か
か
わ
ら
ず
、
債
務
者
と
同
等

の
責
任
を
負
い
ま
す
。
金
銭
の
貸
し
借
り

の
場
合
は
『
連
帯
保
証
人
』
は
、
い
わ
ば

自
分
が
お
金
を
借
り
る
の
と
同
じ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。�

　
事
例
の
場
合
も
、
相
談
者
は
『
連
帯
保

証
人
』
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
弟
（
債
務

者
）
の
滞
納
し
て
い
る
家
賃
に
つ
い
て
、

家
主
か
ら
連
帯
保
証
人
で
あ
る
相
談
者
へ

支
払
請
求
が
き
た
も
の
で
す
。
請
求
が
き

た
以
上
、
相
談
者
は
支
払
い
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
弟
が
「
迷
惑
を
掛
け
な

い
」
と
言
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
債
権
者

に
対
す
る
連
帯
保
証
を
約
束
し
て
い
る
以

上
、
支
払
い
の
義
務
は
免
れ
ま
せ
ん
。�

　『
保
証
人
』
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
「
名

前
を
貸
し
た
だ
け
な
の
に
」
で
は
済
ま
な

い
大
き
な
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
保
証
人
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
頼

ま
れ
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
契
約
な

の
か
を
き
ち
ん
と
確
認
し
て
、
慎
重
に
署

名
・
押
印
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

　
何
か
心
配
な
点
や
不
明
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
消
費
者
相
談
窓
口

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

■問
商
工
振
興
課
�
○内
３
３
６
、
県
消
費
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
�
０４８
・
７３４
・

０
９
９
９�

　市では、親しみと潤いのある、緑豊かな道づくりのため、街
路樹を植栽しています。�
　街路樹の管理は、平成１８年度では青葉通り（市道０１８０号線）
のほか、３８路線を約１，７００万円の費用で行っています。�
　街路樹には、ハナミズキ、イチョウ、トウカエデ、ヤナギな
どの高木とキンモクセイ、ムクゲ、ヤブツバキなどの中木およ
びツツジ、サツキ、クチナシなどの低木があります。�
　街路樹は、夏の日差しを遮ったり、車の排気ガスや騒音を和

らげて、沿道の環境を守ってい
ます｡ また、災害の時には、火
災などから延焼防止にも役立ち
ます。�
　このような役割を持つ街路樹
ですが、成長に伴って枝が張り
出し、交通安全の妨げにならな
いよう適正な剪定や除草などの
街路樹管理を行っています。�
　夏の日照りが続くときなどは、
沿道の皆さんの余り水を掛けて
いただくなど、ご協力をお願い
します。�

■問道路治水課�○内３７１�

―
市
の
各
種
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
―�

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
生
活
す
る
う
え
で

生
じ
る
紛
争
や
疑
問
に
対
し
、
専
門
相
談

員
が
適
切
な
助
言
等
を
行
う
相
談
、
ま
た
、

日
常
生
活
の
問
題
や
行
政
へ
の
ご
意
見･

ご
要
望
等
を
お
聴
き
し
て
行
政
運
営
の
改

善
を
進
め
る
相
談
等
が
あ
り
ま
す
。�

Ｑ
　
市
で
行
っ
て
い
る
無
料
相
談
に
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？�

Ａ
　
弁
護
士
に
よ
る
「
法
律
相
談
」（
毎

週
金
曜
日
実
施
、
予
約
は
毎
週
水
曜
日
）、

行
政
相
談
委
員
と
県
民
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
る
「
く
ら
し
の
相
談
」（
毎
月
第
２

水
曜
日
）、
そ
し
て
「
税
理
士
相
談
」（
毎

月
第
１
月
曜
日
）
等
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
そ
の
ほ
か
「
消
費
生
活
相
談
」

「
女
性
相
談
」「
子
育
て
相
談
」
な
ど
各
分

野
に
わ
た
っ
て
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
や
し
お
の
最
終

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
各
種
相
談
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
平
成
１８
年
度
ま
で
実
施
の
国
税

局
相
談
官
に
よ
る
「
国
税
相
談
」
は
、
平

成
１９
年
度
か
ら
中
止
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

Ｑ
　
そ
の
ほ
か
に
、相
談
は
あ
り
ま
す
か
？�

Ａ
　
４
月
か
ら
、新
た
に
次
の
相
談
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。�

・ 
行
政
書
士
相
談�

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
抱
え
て
い
る
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
、
専
門
的
知
識
を
有
す

る
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
、
解
決
の
た
め

の
助
言
等
に
当
た
り
ま
す
。�

■日
毎
月
１
回
、
第
３
月
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
後
１
時
〜
４
時�

■場
市
民
相
談
室
（
市
役
所
２
階
）�

■対
市
内
在
住
・
在
勤
の
方�

■内
相
続
・
遺
言
・
離
婚･

遺
産
分
割
協
議

書
・
内
容
証
明
・
告
訴
・
金
銭
貸
借
に
関

す
る
書
類
の
作
成･

会
社
設
立
の
手
続
き
・

外
国
人
市
民
相
談
　
な
ど�

※
埼
玉
県
行
政
書
士
会
草
加
支
部
の
行
政

書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。�

■費
無
料�

■申
先
着
順
（
事
前
予
約
は
不
要
）�

・ 

市
長
相
談�

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い

る
市
政
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
直
接
、

市
長
が
お
聴
き
す
る
「
市
長
相
談
」
を
開

設
し
ま
す
。�

■日
毎
月
１
回
、
第
４
木
曜
日
　
午
後
５
時�

３０
分
〜
６
時
３０
分�

※
６
月
・
９
月
・
１２
月
・
３
月
の
市
議
会

開
催
月
お
よ
び
祝
日
を
除
き
ま
す
。�

■場
８
４
０
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

１
階
）�

■対
市
内
在
住
の
方�

■内
市
政
全
般
に
関
す
る
こ
と�

■定
４
人
（
申
込
順
、
一
人
１５
分
程
度
）�

■申
事
前
予
約
要
（
相
談
日
の
２
日
前
ま
で
）

■問
広
聴
広
報
課
�
○内
３
７
３�

八潮市役所駅前出張所� 八潮メセナ・アネックス� 八潮市立駅前保育所�八潮市役所駅前出張所� 八潮メセナ・アネックス� 八潮市立駅前保育所�八潮市役所駅前出張所� 八潮メセナ・アネックス� 八潮市立駅前保育所�

つくばエクスプレス八潮駅�

マインループ1階�

八潮市役所駅前出張所� �999-0840
　市民の皆さんの身近な行政サービスを提供します。�
�
証　明�
　　・住民票、印鑑登録証明書、戸籍の全部・個人事項証明（戸籍謄・抄
　　　本）の交付�
　　・納税証明書、所得証明書、課税証明書など税に関する証明書の交付�
届　出�
　　・住民異動届（転入・転居・転出など）の受け付け　�
　　・戸籍の届出（出生・婚姻・死亡届など）の受け付け�
　　・国民健康保険・国民年金（転入に伴う）の手続き�
　　・児童手当諸届の受け付け�
　　・乳幼児医療（登録、変更、支給申請など）の受け付け�
　　・ひとり親家庭等医療支給申請の受け付け�
　　・その他　交通災害共済の加入申し込み、葬祭助成金の申請など�
収　納�
　　・市税、国民健康保険税、水道料金・下水道使用料、介護保険料、保
　　　育料の納付など※納付書を使用した収納に限る。�
その他�
　　・県収入証紙の売りさばき�
　　・図書の返却ポスト（出張所入口左側：２４時間返却可）�
�
※他市区町村、関係機関等に照会を必要とする場合、午後５時以降は取り
　扱いできない業務がありますので、事前にお問い合わせください。�
窓口業務時間�
　　　月曜日～金曜日�
　　　午前８時３０分～午後７時�
　　　（休業日：土・日・祝日および�
　　　　　　　　１２月２９日～１月３日）�

本人確認に�
ご協力を�

　本人の知らない間に、第三者によっ
て婚姻の届出や転入・転出などの住民
異動届、住民票の請求がされる事件が
全国で発生しています。�

　このような「なりすまし」などの不正な手段による個人
情報の改ざんを防ぐため、窓口に来られた方（代理人を含
む）が本人であることを確認させていただいています。�
�
●住民基本台帳カード●運転免許証●パスポート●官公署
発行の写真付の免許証、許可証、資格証明書●健康保険の
被保険者証などをお持ちください。�
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問い合わせは、�
市役所駅前出張所�９９９-０８４０へ�

資料館に出向いての授業�
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